
成
長
続
け
る

台
湾
経
済
に
学
ぶ

「
台
湾
視
察
団
」報
告

特
集
1

京
都
商
工
会
議
所
で
は
齋
藤
副
会
頭
を
団
長
に
、３
月

６
日
か
ら
４
日
間
の
日
程
で
、総
勢
31
名
の
視
察
団
を
派
遣

し
ま
し
た（
主
管
＝
国
際
経
済・
交
流
委
員
会
）。

台
湾
経
済
は
好
調
な
半
導
体
産
業
を
核
に
成
長
を
続
け

て
お
り
、次
な
る
新
し
い
戦
略
に
は
バ
イ
オ・
医
療
産
業
や

グ
リ
ー
ンエ
ネ
ル
ギ
ー
等
複
数
の
産
業
を
政
府
が
掲
げ
て
、

投
資
や
技
術
協
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。ま
た
コロ
ナ

禍
で
は
感
染
対
策
に
デ
ジ
タル
技
術
を
用
い
て
成
功
し
た

こ
と
か
ら
世
界
の
注
目
を
集
め
、存
在
感
を
高
め
て
い
ま
す
。

日
本
同
様
に
少
子
高
齢
化
が
進
み
、既
に
人
口
減
少
局
面

に
あ
る
中
で
も
成
長
を
続
け
、個
人
所
得
の
増
加
、民
間

消
費
の
拡
大
か
ら
経
済
の
好
循
環
を
生
み
出
し
て
い
る

台
湾
の
現
状
を
視
察
し
ま
し
た
。
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●政体／三民主義（民族独立、民権伸長、民生安定）に基づく民主共和制、五権分立
（行政、立法、監察、司法、考試）　●総統／蔡英文（～2024年5月20日）、頼清徳
（2024年5月20日～）　●通貨／新台湾ドル、1米ドル＝30.73新台湾ドル
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21,102人（2023年10月）　●日系企業（拠点）数／1,502（2022年10月）　●人的往来／
日本人訪台 約 87,100人、台湾人訪日 約331,100人（2022年）
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成
長
続
け
る

台
湾
経
済
に

学
ぶ
「
台
湾
視
察
団
」報
告

特
集
1

　
日
本
台
湾
交
流
協
会
は
、公
式
な
国
交
が
な
い
中
華
民
国（
台
湾
）

と
の
実
務
関
係
を
処
理
す
る
た
め
の
日
本
の
対
台
湾
窓
口
機

関
で
、訪
問
し
た
台
北
事
務
所
は
日
本
の
在
外
公
館
が
行
う
業
務

に
類
す
る
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。対
応
い
た
だ
い
た
片
山
代
表

か
ら
は
、台
湾
に
お
け
る
親
日
感
情
の
高
さ
や
大
陸
と
の
関
係
を

踏
ま
え
た
日
本
への
今
後
の
期
待
、1
月
13
日
に
行
わ
れ
た
総
統

選
挙
・
立
法
院
選
挙
結
果
に
見
え
る
台
湾
人
の
バ
ラ
ン
ス
感
覚
と

いっ
た
話
を
伺
い
、ま
た
台
湾
か
ら
見
た
日
本
の
現
状
や
観
光
客
増

に
伴
う
住
民
の
生
活
への
影
響
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

日
本
台
湾
交
流
協
会

と
の
懇
談

　
新
竹
サ
イ
エン
ス
パ
ー
ク
は
、台
湾
に
科
学
技
術
産
業
を
根

付
か
せ
る
こ
と
を
目
的
に
経
済
戦
略
の一
環
と
し
て
1
9
8
0

年
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。1
4
6
7
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
6
0
0
社

以
上
が
入
居
、1
7
万
5
0
0
0
人
が
就
業
し
、立
地
企
業
の

売
上
総
額
は
1
兆
6
1
3
2
億
台
湾
ド
ル（
2
0
2
2
年
）、

Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
を
は
じ
め
と
す
る
半
導
体
フ
ァ
ウ
ン
ド
リ
ビ
ジ
ネ
ス

の
成
功
が
知
ら
れ
る
ほ
か
、Ｐ
Ｃ
製
造
、通
信
、精
密
機
械
の

産
業
集
積
地
と
な
っ
て
お
り
、現
在
は
将
来
に
向
け
バ
イ
オ
･

ラ
イ
フ
サ
イ
エン
ス
分
野
に
も
注
力
し
て
い
ま
す
。

　
工
業
技
術
研
究
院
は
、1
9
7
3
年
に
行
政
が
設
立
し

た
財
団
法
人
で
、新
竹
の
ほ
か
各
地
に
拠
点
が
あ
り
、研
究

者
は
6
0
0
0
名
超
。科
学
技
術
の
研
究
開
発
に
よ
り
、

産
業
発
展
と
経
済
価
値
を
創
造
し
、社
会
福
祉
を
促
進

す
る
こ
と
を
ミ
ッ
ション
と
し
て
い
ま
す
。科
学
技
術
分
野
に

絞
っ
た
投
資
機
構
と
し
て
、専
門
家
派
遣
や
資
源
・
施
設
の

補
助
を
行
い
、こ
れ
ま
で
2
7
0
社
以
上
の
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
を
育
成
し
て
い
ま
す
。

　
視
線
や
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
に
合
わ
せ
て
情
報
を
表
示
し
、

　
管
理
局
は
政
府
と
自
治
体
か
ら
権
限
を
委
譲
さ
れ
、土
地

を
保
有
・
管
理
し
て
企
業
へ
土
地
や
標
準
工
場
を
賃
貸
す
る

と
と
も
に
、下
水
処
理
を
含
む
水
道
・
電
力
・
通
信
・
金
融
等

の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
で
、企
業
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
サ

ポ
ー
ト
し
、事
業
に
専
念
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。一
方

で
、就
業
者
に
も
住
宅
や
子
ど
も
対
象
の
教
育
機
関
、診
療

所
、公
園
を
整
備
、シ
ャ
ト
ルバス
運
行
等
生
活
イ
ン
フ
ラ
を
充
実

さ
せ
る
こ
と
で
人
材
が
集
ま
り
や
す
い
環
境
を
生
み
出
し
て
お

り
、高
所
得・高
出
生
率・高
教
育
水
準
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

見
て
い
る
魚
が
ど
の
種
類
か
が
わ
か
る
世
界
初
の「
イ
ン
テ

リ
ジェン
ト
水
槽
」や
、ペッ
ト
等
の
動
物
を
傷
つ
け
ず
に
被
毛

の
上
か
ら
で
も
首
輪
で
心
拍
数
や
呼
吸
等
の
情
報
を
得
る

こ
と
が
で
き
る
技
術
、３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
で
、網
目
状
の
構
造
を

再
現
し
た
よ
り
実
物
に
近
い
人
工
骨
等
の
紹
介
を
受
け

ま
し
た
。

　
両
会
と
は
2
0
1
6
年
3
月
に
京
都
で
業
務
協
力
覚

書
を
締
結
し
て
お
り
、以
来
は
じ
め
て
の
交
流
の
機
会
に
、

盛
大
な
歓
待
を
受
け
ま
し
た
。記
念
品
交
換
で
は
京
都

か
ら
は
源
氏
物
語
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
西
陣
織
額
を
そ
れ

ぞ
れ
に
贈
呈
、三
三
企
業
交
流
会
か
ら
は
故
宮
博
物
院
の

黄
金
絵
画
、台
日
商
務
交
流
協
進
会
か
ら
は
絵
皿
を
受
贈

し
ま
し
た
。

三
三
企
業
交
流
会
・

台
日
商
務
交
流
協
進
会
と
の

懇
親
交
流
会

　
オ
ー
ド
リ
ー・タ
ン（
唐
鳳
）氏
は
2
0
1
6
年
に
35
歳

の
若
さ
で
台
湾
の
I
T
担
当
の
行
政
院
政
務
委
員（
閣
僚
）

に
起
用
さ
れ
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
対
策
を
デ
ジ

タル
技
術
で
成
功
に
導
い
た
人
物
で
す
。中
学
中
退
の
天
才

プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
、起
業
家
、そ
し
て
自
ら
ト
ラ
ン
ス
ジェン
ダ
ー

を
公
表
し
た
こ
と
で
も
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

　
懇
談
の
中
で
タ
ン
氏
か
ら
は「
多
様
な
民
族
が
暮
ら
す

台
湾
で
は
、異
な
る
思
想
や
意
見
が
あ
り
、衝
突
は
避
け

ら
れ
な
い
。ネ
ガ
ティ
ブ
な
意
見
を
持
つ
人
を
集
め
て
具
体

的
な
解
決
策
を
提
案
し
て
も
ら
い
、よ
り
良
い
も
の
を

作
っ
て
い
く
」「
脅
威
に
対
し
て
は
、耐
え
ら
れ
る
よ
う
に

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
＝
強
靭
性
を
高
め
る
。災
害
や
不
測
の
事
故

に
も
強
く
な
る
」「“for the people

（
人
民
の
た
め
に
）”

で
な
く
、“w

ith the people

（
人
民
と
と
も
に
）”

。人
々
の

望
み
を
政
府
が
技
術
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
、リ
ソ
ー
ス
を
提

供
す
る
こ
と
を
重
要
視
し
て
い
る
」等
お
話
し
い
た
だ
き
、

柔
軟
な
発
想
の
片
鱗
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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　林 伯豐 理事長（右）は
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陳 淑珠 管理局副局長
（左）と記念品を交換する
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台
湾
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台
湾
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集
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台
湾
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台
湾
）

と
の
実
務
関
係
を
処
理
す
る
た
め
の
日
本
の
対
台
湾
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台
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6
1
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台
湾
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Ｓ
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Ｃ
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。

　
工
業
技
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研
究
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9
7
3
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行
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人
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。
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。
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得
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近
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介
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。
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受
け
ま
し
た
。記
念
品
交
換
で
は
京
都

か
ら
は
源
氏
物
語
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
西
陣
織
額
を
そ
れ

ぞ
れ
に
贈
呈
、三
三
企
業
交
流
会
か
ら
は
故
宮
博
物
院
の

黄
金
絵
画
、台
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台
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